
 
 

 

 

（別紙） 

 

スマートフォンを活用した観光情報提供システムのモデル実験の概要 

 

１．実施主体 

  ICT 奥能登「絆」づくり協議会 

 

２．実施エリア 

  輪島市、珠洲市、穴水町、能登町等 

 

３．実施スケジュール（予定） 

  平成 25 年春～８月頃 

 

４．実験の概要 

（１）多言語、AR（仮想現実）機能を用いた観光情報提供モデルの構築 

（２）対応スマートフォンのモニターへのレンタル 

（３）利用者アンケート、アクセスログの分析等による有効性の検証 

（４）実用サービス実施のためのビジネスモデルの検討 

 

５．実施体制（予定） 

 

 
 

【図１ 実施体制】 

 

 

 



 
 

 

６．想定される導入の効果 

 

 

 

【図２ スマートフォン向けの観光情報提供システムの導入効果】 

 

 

 

 

【参考】ICT 奥能登「絆」づくり協議会の概要 

 

 ICT 奥能登「絆」づくり協議会は、北陸総合通信局が平成 22 年度に開催した情報通信利

活用先進地域「奥能登」を目指す調査研究会報告を受け、奥能登 2 市 2 町（輪島市、珠洲

市、穴水町、能登町）の地域間連携による観光、医療、高齢者見守りの 3 つの ICT 利活用

プロジェクトの具体化に向けた調査、検討を行う協議会として、平成 23 年 10 月 17 日に

設置されたものです。（平成 24 年 10 月 10 日現在、34 団体で構成。） 

 


